
五
口
は
久
遠
の
悌
子
な
り

ヰヒ
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島

江

燦
た
る
星
華
の
荘
厳
を
望
み
で
は
宇
宙
の
如
何
仁
宏
大

無
遁
な
る
か
に
驚
き
、
江
河
の
流
れ
洋
冷
ど
し
て
書
夜
を

止
め
ぎ
る
を
刺
て
は
、
吾
等
が
住
め
る
此
の
天
地
に
は
何

物
か
偉
大
宇
る
霊
力
を
以
て
造
化
の
技
巧
を
弄
ぷ
じ
は
あ

ら
5
る
な
き
か
を
疑
ひ
、
更
に
静
夜
濁
り
机
仁
寄
h
リ
て
沈

思
丘
一
目
し
て
乾
坤
の
大
法
を
思
索
す
る
は
、
此
の
天
地
を

創
造
し
、
此
の
六
合
を
支
配
す
る
も
の
は
抑
も
何
物
な
る

か
、
人
は
何
慮
よ
り
生
じ
来
り
て
何
慮
仁
死
し
行
く
も
の

な
り
や
。
人
は
何
等
の
目
的
ご
希
望
ご
を
以
て
此
の
人
界

の
憂
悲
苦
悩
多
き
所
仁
一
日
も
長

t
一
瞬
時
も
人
よ
り
は

－
e

・・

長
生
せ
ん
ご
は
す
る
。
明
日
を
も
知
ら
向
か
げ
ろ
う
の
命

を
此
の
砂
た
る
蒼
海
の
天
地
に
寄
せ
て
、
名
春

rの
、
地

位
以
い
の
、
常
化
の
、
さ
騒
ぎ
廻
る
も
の
守
り
や
。
又
命
絡

の
積
も
五
円
等
が
霊
魂
は
不
滅
あ
り
や
、
或
は
命
終
ご
共
に

霊
は
減
す
る
も
の
・
号
。
ゃ
。
岡
山
へ
ば
比
の
天
地
は
不
可
思

議
仁
し
て
、
此
の
人
生
は
不
可
解
奇
る
に
は
非
今
や
。

不
可
思
議
あ
る
天
地
ご
不
可
解
守
る
人
生
ご
に
就
て
、

多
〈
の
哲
串
者
は
此
が
解
決
を
求
め
ん
も
の
と
、
幾
多
の

研
償
考
究
ご
幾
多
の
星
霜
を
費
す
ご
錐
も
、
末

r是
仁
完

金
奇
る
解
決
を
奥
ふ
る
能
は
ず
、
然
り
、
有
限
的
人
智
を

以
て
此
の
無
限
的
悠
久
な
る
天
地
聞
の
森
羅
南
象
を
悉
知

せ
ん
ご
欲
す
る
も
亦
至
難
の
業
争
ら
ず
や
。

晴
吾
等
、
が
煩
悶
慎
楢
は
、
あ
ぎ
な
ふ
縄
の
そ
れ
じ
も
似

て
、
日
夜
不
断
に
此
れ
が
錦
に
悩
さ
れ
、
遂
に
「
懐
疑
』
て

よ
語
辞
の
裡
仁
所
有
不
可
解
な
る
天
地
の
現
象
を
ば
埋
注

し
さ
ら
ん
ご
す
。
斯
る
『
懐
疑
』
の
念
は
以
も
宗
教
的
意
識

楼
動
の
最
初
に
し
て
、
人
は
本
然
の
性
ご
乙
て
必
然
に
此

の
『
懐
疑
」

ω永
解
を
求
め
、
畏
怖
を
股
離
し
て
慌
饗
の
妙

境
に
到
蓮
せ
ん
ご
し
て
、
議
に
絶
劃
無
限
の
権
威
あ
る
何

物
か
Y
此
の
宇
宙
に
存
在
し
て
天
地
を
支
配
し
、
寓
物
を

料
理
す
る
も
の
あ
る
を
－
認
む
る
に
至
れ
ち
O

見
ょ
、
天
接
地
妖
多
き
土
地
の
人
民
は
、
雷
鳴
、
電
火
、

地
災
を
畏
催
し
て
「
甫
神
」
「
地
紳
』
令
掠
へ

τ是
れ
を
崇

拝
し
、
洪
水
氾
躍
の
多
き
地
に
於
て
は
『
水
柿
」
を
祭
b

以
て
共
が
犯
濫
の
無
之
を
祈
念
し
、
成
は
『
火
の
柿
』
を
拝
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し
、
或
は
日
月
星
辰
を
紳
化
し
て
此
れ
を
崇
む
る
等
、
其

他
凡
百
の
不
可
思
議
事
る
も
の
に
は
悉
（
神
格
を
輿
へ

τ

以
て
其
が
恐
怖
に
劃
す
る
慰
安
の
霊
棄
を
造
れ
り
。
斯
く

の
如
〈
乙
て
原
始
時
代
よ
り
宗
教
は
準
歩
艶
展
し
来
り
、

漸
究
に
此
の
劣
等
な
る
宗
教
的
意
識
は
、
世
運
の
進
歩
に

随
伴
し
て
開
殺
改
善
せ
ら
れ
て
、
稲
今
完
全
守
る
域
に
達

し
、
高
邦
の
民
が
幽
閣
の
巷
に
迷
ひ
、
世
を
あ
げ
て
錯
乱

に
錯
乱
を
極
め
た
り
乙
一
九

O
O除
年
の
往
昔
、
曙
光
婚

に
浮
び
な
ん
さ
し

τ、
夜
気
森
厳
た
る
ペ
ツ

ν
へ
ム
の
村

仁
、
紫
の
星
を
戴
き
て
降
誕
し
た
る
ナ
ザ
V
め
イ
ヱ
ス
は
、

天
地
人
類
某
他
一
切
高
物
を
創
造
し
、
之
を
支
配
す
る
も

の
は
唯
一
の
神
ご
し
て
、
五
口
等
が
信
仰
の
蕎
力
仁
因
り
て

紳
の
在
せ
る
『
天
の
柴
園
』
に
到
b
て
救
は
る
、
こ
ど
を

得
る
と
詑
き
、
共
他
ユ
ダ
ヤ
致
、
イ
ス
ラ
ム
教
等
績
起
し

τ人
心
に
慰
安
を
奥
へ
た
・
9
0
然
れ
ざ
も
神
ご
吾
等
凡
夫

ぎ
は
絶
掛
に
異
b
て
、
宇
宙
の
外
に
別
に
天
闘
争
る
も
の

あ
b
て
紳
の
存
在
す
る
を
設
き
、
紳
ど
人
類
ど
仁
大
懸
隔

を
な
し

τ、
神
ご
入
ど
の
聞
に
は
常
民
大
江
河
の
洗
る
〉

あ
り
。
故
仁
吾
等
宮
神
さ
の
間
仁
は
何
等
の
交
渉
関
係
も

無
く
、
天
閑

ε婆
婆
ど
は
上
下
慮
一
を
異
に

ι、
菩
等
が
天

悶
々
々
さ
憧
慢
2

し
て
欣
求
す
る
さ
雄
も
、
望
む
ず
到
る
可

か
ら
ゴ
る
宗
一
業
徒
勢
に
は
あ
ら
ぎ
る
な
き
敗
。

人
類
膏

ι〈
生
、
老
、
病
．
死
、
に
悩
殺
せ
ら
れ
、
世
は
暗

愁
の
雲
に
閉
昌
れ
て
、
皆
大
な
る
慰
安
の
光
明
智
翼
望
し

っ
、
あ
b
し
時
、
印
度
迦
毘
羅
城
中
に
忽
如
ご
し
て
白
若

相
の
霊
売
を
放
も
っ
、
悌
陀
は
降
誕
し
た
ま
ひ
で
『
三
界

は
皆
是
れ
吾
が
有
争
り
、
共
中
の
衆
生
は
悉
〈
吾
が
子
奇

b
o我
れ
も
亦
こ
れ
世
の
父
諸
の
苦
患
を
救
ふ
も
の
な
り
』

さ
の
鳳
詔
を
垂
れ
給
へ
h
y
o

此
の
久
還
の
本
悌
々
陀
の
金

口
は
、
弱
き
力
な
き
人
類
に
授
〈
る
最
大
の
党
明
に
℃
あ

h
リ
匙

d
o
事
者
茶
毘
一
片
の
煙
ら
ざ
な
り
て
三
千
年
、
世
は
大
争

る
タ
イ
ム
の
彫
刻
を
受
け
て
究
第
民
文
運
の
恥
味
違
を
な
し

ぬ
。
此
の
間
幾
百
年
の
邦
家
忽
ご
し
℃
起
b
忽
ご
し
て
減

し
、
世
界
文
明
の
精
華
を
褒
め
た
る
古
ロ

I

？
の
柴
華
も
、

ギ

yuv
ャ
、
サ
ラ
セ
シ
の
般
富
も
撤
去
一
炊
の
夢
ど
争
り

て
、
丞
し
（
文
明
を
研
究
す
る
の
資
料
ど
＋
守
れ
る
の
み
。

ぁ
、
ョ
れ
ざ
．
吾
等
は
悌
陀
三
千
年
の
往
昔
、
鹿
苑
耐
特
法

(66) 



輸
の
日
一
よ
り
、
抜
提
河
の
上
り
饗
林
最
後
の
タ
に
至
る
ま

ぜ
、
前
後
五
十
年
間
の
縛
法
輪
F
殊
に
醍
醐
上
味
の
法
華

経
八
ヶ
年
の
説
法
に
依
り
て
吾
等
は
異
に
よ
み
が
へ

b
た

る
な
り
。

陰
風
暗
憶
怒
議
逆
指
命
く
蒼
ム
ザ
た
る
荒
婦
の
異
唯
中
に
、

海
圏
、
捧
は
失
は
れ
、
羅
針
盤
は
其
の
用
を
な
さ
ず
し

τ

航
蕗
に

3
遺
ひ
、
何
蕗
に
到
る
業
も
な
き
急
難
の
時
、
海

上
蓬
か
に
燈
肇
上
に
微
か
に
輝
け
る
一
導
の
克
明
を
認
め

て
、
漸
（
其
の
航
路
を
た
ざ
h
復
活
の
思
ひ
を
壱
せ
’
し
が

如
く
、
五
口
等
は
華
経
法
華
の
偉
力
に
よ
り
て
「
壊
疑
』
の

念
も
氷
解
す
る
に
至
り
ぬ
。
我
等
が
憧
慢
措
〈
能
は
ざ
る

天
国
も
、
寂
党
土
も
眼
前
に
展
開
せ
ら
る
、
民
主
れ

h
o

苦
悩
に
痛
み
煩
悶
じ
せ
め
ら
れ
て
、
波
浪
打
容
す
る
岸

頭
に
生
ふ
る
「
い
つ
ま
で
草
』
の
如
く
、
自
ら
は
常
住
不
易

千
古
麗
ら
ぎ
る
も
の
さ
思
へ
ざ
も
、
一
波
一
浪
に
共
の
草

の
定
め
な
き
が
如
注
入
生
も
、
或
は
天
地
を
支
配
す
る
も

の
は
何
物
な
る
か
ご
の
疑
惑
も
共
に
、
赫
A
T

た
る
鞠
陽
じ

草
露
の
消
ゆ
る
が
如
く
、
「
懐
疑
』
て
ふ
語
辞
も
逐
に
法
華

経
の
光
明
に
昭
仇
さ
れ
て
英
の
椿
影
を
も
止
め
ぎ
る
じ
至
れ

h
リ
。
塾
経
法
華
に
頴
設
せ
ら
れ
た
る
事
の
一
念
三
千
の
妙

観
仁
因
る
時
は
、
華
肢
の
瀧
壷
じ
令
綱
を
設
置
し
、
浅
間

阿
蘇
等
噴
火
口
に
錨
蓋
を
設
く
る
の
要
争
か
る
吋
乙
。

吾
等
、
が
不
可
思
議
な
る
天
地
よ
。
不
可
解
な
る
人
生
ょ
。

苦
痛
多
き
一
生
ょ
。
ご
厭
世
悲
税
せ
し
此
の
山
林
河
海
の

綾
〈
激
し
〈
、
高
く
低
〈
、
焼
れ
る
天
地
こ
そ
、
不
枯
の

妙
華
常
仁
聞
き
、
不
調
の
流
れ
永
へ
に
壷
く
る
こ
ご
な
さ

常
寂
舟
の
国
に
て
は
あ
り
し
な
ら
。

上
野
の
高
長
に
務
り
て
、
人
民
絡
騨
た
る
市
街
を
臆
て

某
博
士
は
『
分
子
査
勤
せ
ら
』
ご
叫
ぺ
り
ご
。
哲
患
者
た

る
冷
か
な
る
股
に
は
、
我
等
の
流
汗
し
て
活
動
せ
る
仲
川
越

は
一
一
分
子
が
議
勤
せ
る
如
く
映
せ
し
な
ら
ひ
も
、
此
の
藷

企

島

A
a
－A
a

a

A
企

aB
＆

a

・

動
せ
る
我
等
乙
そ
は
、
久
遠
本
沸
の
永
世

ω愛
子
に
し

τ

a

a

a

s
‘

‘

‘

．

‘

企

企

企

a

A

A

A
込

企

企

4

4

常
に
我
等
が
渇
仰
随
喜
の
涙
に
堪
へ

F
る
偽
陀
は
、
「
我
も

4

4

4

4

4

4

・・
a
企

企

企

企

色

企

a

a

－－
ε
企

亦
鶏
れ
世
の
父
』
宣
告
し
給
へ
る
慈
父
舎
り
＝
し
ど
は
‘

漂
漉
多
年
、
幾
多
の
辛
酸
を
響
め
、
冥
よ
り
冥
に
入
ら

む
ご
す
る
窮
子
の
、
宮
め
る
長
者
が
我
が
父
な
り
ご
ほ
知

せ
し
喜
憶
に
も
向
勝
れ
る
政
喜
な
り
。
生
老
病
死
哀
別
離

苦
等
の
憂
愁
多
き
人
界
も
、
天
鐙
地
妖
間
断
な
き
天
地
も
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『
我
此
土
安
穏
天
人
常
住
満
』
の
妙
土
妙
境
な
り
。
我
等

は
此
の
妙
園
土
に
久
遠
本
偽
な
る
世
父
の
寵
児
ご
し

τ生

れ
た
り
。
嵯
幸
中
の
幸
、
喜
中
の
喜
ご
言
は
ぎ
る
可
か
ら

ず
。
「
妙
ど
は
蘇
生
の
義
弘
』
ご
の
空
前
絶
後
の
単
一
組
の
大

鋸
案
は
、
我
等
が
胸
中
迷
雲
を
摘
除
し
て
天
の
朗
月
を
望

む
の
喜
悦
を
奥
へ
給
へ
り
o
ハ終）

偶

感

1司

生

f] 

弘
安
四
年
に
大
元
蒙
古
闘
よ
り
我
聞
に
襲
来
す
る
じ
及

ん
で
、
宇
津
宮
捕
三
郎
貞
綱
、
議
ね
て
宗
姐
が
時
の
賂
軍

惟
康
親
王
の
懇
請
仁
依
℃
奥
へ
ら
れ
た
ご
一
五
ふ
入
大
龍
王

日
月
両
面
の
旗
憂
羅
を
陣
頭
に
献
し
、
筑
紫
の
地
に
至
れ

ば
旗
面
所
固
の
紳
威
仁
依
b
、
忽
仁
大
風
起
て
逐
仁
蒙
古

の
大
軍
を
海
中
に
敗
渡
せ
し
め
た
さ
云
ム
（
剛
二
四
四
メ
己

下
）
今
就
之
一
言
旗
面
戚
臆
仁
閉
す
る
愚
見
を
、
史
宵
及

信
仰
的
の
二
方
面
よ
り
遮
ぺ
て
見
た
い
さ
息
ふ
。

借
宗
組
御
一
代
如
来
所
遣
行
如
来
事
の
法
華
弘
通
は
、

末
法
化
境
の
通
規
氏
従
ひ
、
通
じ

τ、
折
伏
迫
化
で
あ
っ

た
事
は
誰
し
も
異
論
の
無
い
事
で
あ
る
ご
思
ム
。
然
る
に

折
伏
を
分
て
敢
行
二
門
ご
し
、
時
に
随
て
弘
誌
の
轍
を
異

に
す
る
事
が
あ
る
。
即
も
（
這
十
四
、
五
O
メ
締
九
四
八
〕
云
此
四

菩
薩
現
ニ
折
伏
－
時
成
ニ
賢
王
－
誠
二
責
思
王
一
行
ニ
橋
受
－
時
成

－
一
事
借
一
弘
ニ
持
正
法
三
五
々
－
ご
一
五
ふ
が
如
き
其
で
あ
る
。

宗
祖
が
四
ケ
格
言
を
絶
叫
し
て
、
凡
夫
の
遺
情
を
打
破
し
‘

忍
難
不
自
惜
身
命
の
弘
通
は
、
此
れ
教
門
に
約
す
る
の
で

あ
っ
℃
‘
本
化
折
伏
中
の
揖
受
即
も
翠
借
の
格
を
以
て
せ

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
満
天
下
悪
鬼
入
其
身
遂
に
惑

ひ
て
拾
邪
鯖
荒
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
其
慮
”
て
本
化

地
捕
の
菩
薩
が
惟
ふ
に
、
寧
ろ
閑
土
に
険
を
起
し
て
之
れ

を
暁
一
畳
せ
ん
に
は
ご
。
即
も
数
々
天
鑓
地
夫
自
界
反
逆
の

難
等
を
以
で
し
た
け
れ
ざ
も
、
依
然
驚
畳
の
色
が
見
え
－
な

か
っ
た
。
地
涌
の
大
士
遂
に
憤
て
、
隣
閣
の
王
身
に
入
b

闘
士
の
誘
法
を
誠
責
し
た
。
即
も
蒙
古
の
大
王
賢
王
ご
顕

れ
て
、
邸
主
を
誠
賞
し
た
の
で
あ
っ
て
、
比
れ
は
行
門
じ

約
す
る
本
化
折
伏
中
の
折
伏
、
正
に
万
杖
を
執
持
し
て
誘

法
の
輩
を
暁
骸
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
之
れ
を
思
ふ
て
見
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